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夏期におけるインスリン製剤の保管
陣内病院薬剤部　糖尿病教育ネットワーク KUMAMOTO　熊本県病院薬剤師会糖尿病療法研究会　西村博之

インスリンは 37〜 40℃付近から変性が生じやすくな
るといわれており，高温環境となりやすい夏期において
病院で受け取ったインスリン製剤を自宅の冷蔵庫に入
れるまでの間に熱変性を生じた例 1）や，さらに熱変性
が起こりゲル化したインスリンによる注射針詰まりの危
険性 2）があるため注意が必要です．受診後帰宅するま
での間に寄り道をする際には，肌身離さず手荷物とし
て持ち運ぶことがインスリン製剤の適正保管温度を保
つために重要なポイントです．ただしインスリン療法患
者の中には，自動車で営業に廻る方，農業や土木建設
業，小児糖尿病においては部活動などの理由で屋外に
荷物を放置しなければならない状況もあります．このよ
うな高温環境下でも適切に保管できる方法として，われ
われは凍結した保冷剤をタオルで包み，保冷バッグの
中にインスリン製剤と一緒に保管する方法を考案しまし
た．この方法であれば，内容量 350gの凍結保冷剤を使
い約 8時間 30℃以下の温度で保管することが可能です
（図 1）1，3）．
われわれの調査によると，インスリン療法患者の7割
近くはインスリンが熱に弱いことを認識しています 1）が，
そのような患者からでも「短時間なら大丈夫」，「車内で
も日陰なら大丈夫」という声を耳にします．日陰であっ
ても自動車内の温度は 40℃以上に上昇することがあり
ます．ましてや日があたる時間があれば高温になりま
す．また「保冷バッグは使うけれど保冷剤は使わない」
という患者もいますが，保冷剤を使わなければ温度上
昇を止められないことを理解していません．患者にとっ
てイメージしやすいように「自動車内はとくに暑くなり
ますので，短時間であっても放置しないで持ち歩くよう
にして下さい．インスリンは体から出ている物質ですか
ら，お子さんと同じように連れて歩いてください．」と
病院から家に帰るまでに寄り道をする可能性を想定した
指導およびポスターなどにより啓発（図 2）1，3），する
とともに，「冷蔵庫内の冷気吹き出し口に気をつけるな
ど，凍らせないこと」も一緒に伝えましょう．
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図 1　4種の保管方法で自動車後部座席下に
同時に保管した際のインスリン製剤の表面温度と

保管環境温度の推移（N=5）
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